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 事業概要 

低速バフェット条件における航空機全機周りの高解像 Delayed DES を実施した. この計算例は, 世

界的に実験データと一致する結果を得難い事が知られている. 本研究では, 高解像度化された HR-

DDES と HR-SLAU2 を組み合わせた計算を行い, 従来手法と比較した. そしてその効果を数値実験に

より確認した. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

1) 本研究では航空機全機周りの大規模非定常 CFD を行っており, スパコンが必須である. 2) 同時

に本研究では新しい流体計算法の提案を行うため, 提案手法が様々な空力問題に対し妥当な解を与え

る事を確認する必要がある. この際にも多くの計算ケースを効率良く実行するためにスパコンが必要

である. 

 

 今年度の成果 

主翼の剥離点位置と主翼断面速度に着目し, 高解像度化された手法(HR-SLAU2&HR-DDES)と従来

手法(HR-SLAU2&SA-DDES, SLAU2&SA-DDES)の計算結果と実験結果を比較した. 主翼剥離点位置

については, 高解像度化された手法の方が, 従来手法よりも翼端側に存在しており, 実験結果と近い

位置となっていた. また, 主翼断面速度の可視化結果から, 高解像度化された手法では主翼の後流が

尾翼の下面を通過しており, 実験結果と一致していることが明らかになった. 

 

低速バフェット現象に対する DES解析手法の改善に関する研究 
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図 1: 剥離点位置の比較(AoA11.05) 

 

 

図 2: 剥離点位置の比較(AoA13.08) 
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図 3: 主翼断面速度の比較(AoA11.05) 

 

 

図 4: 主翼断面速度の比較(AoA13.08) 

 

 

 成果の公表 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.63 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 12,423,177.23 0.60 

TOKI-ST 223,289.22 0.28 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 147,077.26 10.96 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,999.83 1.99 

/data 及び/data2 207,478.95 2.22 

/ssd 6,057.76 1.56 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 60.90 0.41 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 512 

１ケースあたりの経過時間 50 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 7,569.15 5.30 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


